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あらまし：質問行動は学習に必要な行動であるが，心理的ハードルがあることが報告されている．著者ら

は，仮想受講者をオンライン学習のチャットに参加させることで，受講者の質問/回答を活性化させるシ
ステム「KadaMate/カダメイト」を開発した．しかし、事前に必要となる質問文/回答文を用意しなくては
ならず，それらの生成に課題を有していた．本研究では，カダメイトの「質問文/回答文自動生成機能」を
開発した．本論文では，カダメイトの「質問文/回答文自動生成機能」について述べる． 
キーワード：仮想受講者，主体的学習，質問行動，質問文/回答文自動生成 

 
 
1. はじめに 
「2040 年に向けた高等教育のグランドデザイン」

（1）では，2040 年の展望と高等教育が目指すべき姿
として，「学修者本位の教育への質的転換」を目指し，

「『主体的な学び』の質を高めるシステムの構築」を

求めている．質問行動は，学習内容の理解を深め，

「主体的な学び」を実現するために重要な学習行動

であるが，心理的なハードルがあることが報告され

ている．著者ら（2）は，仮想受講者をオンライン学習

のチャットに参加させることで，受講者の質問/回答
を活性化させるシステム「KadaMate/カダメイト」（以
下，カダメイトと呼ぶ）を開発した．カダメイトに

おける仮想受講者は，実際には存在せず教師によっ

て設定された質問行動を行う「ダミー受講者」と，

過去に同じ教育用映像コンテンツを視聴した受講者

の質問行動を再現する「ゴースト受講者」の 2種類
に分類される．著者らが開発したシステムでは，教

員が事前に必要となる質問文/回答文を用意しなく
てはならず，それらの生成に課題を有していた．本

研究では，仮想受講者参加によるオンライン学習支

援システム「カダメイト」の質問文/回答文自動生成
機能を開発した．本機能は，事前に必要となる質問

文/回答文を用意する作業を支援する．本論文では，
カダメイトの質問文/回答文自動生成機能について
述べる． 

 
2. 仮想受講者参加による学習支援システム
「KadaMate/カダメイト」の質問文/回答文
自動生成機能 

本章では，仮想受講者参加による学習支援システ

ム「KadaMate/カダメイト」の質問文/回答文自動生成
機能の開発について述べる． 

2.1 仮想受講者参加による学習支援システム

「KadaMate/カダメイト」の概要 

カダメイトは，Microsoft 社の提供する Microsoft 
Power Platform（3）を用いて構築された．本研究では，

Microsoft Power Platform のMicrosoft Power Automate 
を用いて Microsoft Teams，Microsoft SharePoint，
Microsoft Stream を連携させることによりカダメイ
トを開発した． 
図 1は，カダメイトの概要を示している．カダメイ
トは，「質問行動データベース」と「カダメイトシス

テム」から構成される．「質問行動データベース」は，

Microsoft SharePointを用いて構築された．「質問行動
データベース」には，「仮想受講者の質問文/回答文」，
「仮想受講者の質問時間/回答時間」からなる「質問
行動データ」が格納される．「カダメイトシステム」

は，「仮想受講者再現機能」と「質問文/回答文自動生
成機能」の 2つの機能を有している．「仮想受講者再
現機能」は，「質問行動データベース」である

Microsoft SharePoint と Microsoft Teams，Microsoft 
Power Automate を用いて開発され，Microsoft Teams
のチャット欄に仮想受講者を参加させる機能である．

「質問文/回答文自動生成機能」は，「ダミー受講者
質問文/回答文自動生成機能」と「ゴースト受講者質 

 
図 1 カダメイトの概要 
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問文/回答文自動生成機能」の 2 つの機能を有する．
「ダミー受講者質問文/回答文自動生成機能」は，生
成系 AI を用いて，教育用映像コンテンツを文字起
こしした文章から教員が選択する文章の一部に対し

て質問文を生成する．また，生成した質問文に対す

る回答文を生成する．「ゴースト受講者質問文/回答
文自動生成機能」は，「質問行動データベース」と生

成系 AI を連携させ，過去に同じ教育用映像コンテ
ンツを視聴した受講者の質問を要約し，質問文を生

成する．また，生成した質問文に対する回答文を生

成する．「質問文/回答文自動生成機能」により，事前
に必要となる質問文/回答文を用意する教員の作業
を支援する． 

2.2 ダミー受講者質問文/回答文自動生成機能 

「ダミー受講者質問文/回答文自動生成機能」は，
Microsoft Power Automate を用いて Microsoft Power 
Apps，Microsoft Stream，生成系 AIの ChatGPT（4），

Microsoft SharePoint を連携させることで開発される． 
図 2 は，「ダミー受講者質問文/回答文自動生成機
能」のシーケンス図を示している．教員はMicrosoft 
Power Appsで作成されたアプリを用いて，教育用映
像コンテンツを Microsoft Stream にアップロードす
ることで，自動で文字起こしした文章を得られる．

教員はアプリを用いて，質問文を生成したい基とな

る文章を選択することで，自動で生成系 AI によっ
て生成された質問文/回答文を得られる．教員はアプ
リを用いて，質問文/回答文の登録をおこない，それ
らは「質問行動データベース」に格納される． 

2.3 ゴースト受講者質問文/回答文自動生成機能 

「ゴースト受講者質問文/回答文自動生成機能」は，
Microsoft Power Automate を 用 い て Microsoft 
SharePoint と生成系 AI の ChatGPT を連携させるこ
とで開発された．図 3 は，「ゴースト受講者質問文/
回答文自動生成機能」のシーケンス図を示している．

教員が Microsoft Power Automate のフロー実行ボタ
ンを押すことで，自動で「質問行動データベース」

内の類似した質問が 1つの質問文に要約され，その
回答文も生成される．そして生成した質問文/回答文
を「質問行動データベース」に格納される．更新を

完了すると教員に通知される．教員は，「仮想受講者

再現機能」で再現したい回答文を選択する． 
生成系 AI の ChatGPT は，誤った回答をする可能
性も考えられる．そのため，本研究では回答文の候

補を 3つ用意し，教員が最も良い回答文を 1つ選び
有効にするという方法にした． 

 
3. おわりに 
本論文では，仮想受講者参加によるオンライン学

習支援システム「KadaMate/カダメイト」の質問文/回
答文自動生成機能について述べた．現在，開発した

システムの有効性を検証すべく，香川大学内での実

証実験を計画している．  

 
図 2 ダミー受講者質問文/回答文自動生成機能 

のシーケンス図 
 

 
図 3 ゴースト受講者質問文/回答文自動生成機能

のシーケンス図 
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